
循環注水冷却スケジュール（1/2）

東京電力ホールディングス株式会社
循環注水冷却

2022/2/24/現在

16 23 30 6 13 20 27 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

原
子
炉
格
納
容
器
関
連

窒素充填

　
（実　績）
　・【１号】サプレッションチャンバへの窒素封入
　　- 連続窒素封入へ移行（2013/9/9～）（継続）

（予　定）
　・【３号】RPV窒素封入ラインホース交換工事
　　　・ホース交換に伴うPCV封入ラインへ切替：2022/2/25

検
討
・
設
計
・
現
場
作
業

原
子
炉
格
納
容
器
関
連

PCVガス管理

（実　績）
　
　・【1号】PCVガス管理システム ダストサンプリング
　　　・希ガスモニタ，水素モニタ停止　A系：2022/2/4

　・【1号】PCVガス管理システム 水素モニタ点検
　　　・水素モニタ停止　　A系：2022/2/9

　・【3号】PCVガス管理システム 水素モニタ点検
　　　・水素モニタ停止      A系：2022/1/18,19

　・【3号】PCVガス管理システム　ダストサンプルポンプ交換
　　　・希ガスモニタ停止　A系：2022/1/24
　　　・希ガスモニタ停止　B系：2022/1/25

　・【3号】PCVガス管理システム 水素モニタ点検
          ・水素モニタ停止      B系：2022/1/27,28

（予　定）
　
    ・【1号】PCVガス管理システム 水素モニタ点検
　　　・水素モニタ停止　　B系：2022/3/4

　・【1号】PCVガス管理システム ダストサンプリング
　　　・希ガスモニタ，水素モニタ停止　A系：2022/3/上旬

現
場
作
業

循
環
注
水
冷
却

原
子
炉
関
連

循環注水冷却

（実　績）
　・【共通】循環注水冷却中（継続）

　・【2、3号機】タービン建屋内炉注水系による運転確認
　　　・3号機　２022/1/17

（予　定）
　・【２、３号機】原子炉注水量の低減（step2）
　　　・2号機　2022/1/13～2022/3/10

現
場
作
業

２、３号機 原子炉注水量の低減については、試運用期間を記載。
試運用期間のパラメータに異常がなければ、本運用へ移行となる。

海水腐食及び
塩分除去対策

（実　績）
　・CST窒素注入による注水溶存酸素低減（継続）
　・ヒドラジン注入中（2013/8/29～） 現

場
作
業

5月 6月 7月 8月以降 備　考
上 中 下

分
野
名

括
　
り

作業内容 これまで１ヶ月の動きと今後６ヶ月の予定 2022年1月 2月 3月 4月

【１，２，３号】原子炉圧力容器 原子炉格納容器 窒素封入中

【１，２，３号】継続運転中

CST窒素注入による注水溶存酸素低減

【１号】サプレッションチャンバへの窒素封入

【１，２，３号】循環注水冷却（滞留水の再利用）

原子炉・格納容器内の崩壊熱評価、温度、水素濃度に応じて、また、
作業等に必要な条件に合わせて、原子炉注水流量の調整を実施

略語の意味
CS：炉心スプレイ
CST：復水貯蔵タンク
PCV：原子炉格納容器
SFP：使用済燃料プール

ヒドラジン注入中

【3号機】

【3号】水素モニタA停止

【3号】希ガスモニタA停止

【3号】希ガスモニタB停止

【2号機】原子炉注水量の低減（step2）

【2、3号機】タービン建屋内炉注水系による運転確認

【1号】水素モニタA停止

【3号】水素モニタB停止

【3号】PCV封入ラインへ切替

【1号】希ガス・水素モニタA停止

最新工程反映

【1号】水素モニタB停止

【1号】希ガス・水素モニタA停止

追加
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循環注水冷却スケジュール（2/2）

東京電力ホールディングス株式会社
循環注水冷却

2022/2/24/現在

16 23 30 6 13 20 27 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

5月 6月 7月 8月以降 備　考
上 中 下

分
野
名

括
　
り

作業内容 これまで１ヶ月の動きと今後６ヶ月の予定 2022年1月 2月 3月 4月

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
関
連

使用済燃料プール
循環冷却

（実　績）
　・【共通】循環冷却中（継続）

　・【１～２号】3号機SFP二次系設備撤去に伴う監視制御装置ソフトウェア改造
　　　・１号のSFＰ一次系停止：2022/1/20
　　　・１号のSFＰ二次系停止：2022/1/20
　　　・２号のSFＰ二次系停止：2022/1/20

（予　定）
　・【３号】ＳＦＰ一次系ポンプ入口圧力低下事象調査
　　　・SFP一次系停止：2021/12/13　～2022/3/31

現
場
作
業

使用済燃料プール
への注水冷却

（実　績）
　・【共通】使用済燃料プールへの非常時注水手段として
　　　　　　コンクリートポンプ車等の現場配備（継続）

現
場
作
業

海水腐食及び
塩分除去対策
（使用済燃料プール
　薬注＆塩分除去）

（実　績）
　・【共通】プール水質管理中（継続） 検

討
・
設
計
・
現
場
作
業

【１，２号】蒸発量に応じて、内部注水を実施

【１号】コンクリートポンプ車等の現場配備

【１，２，３，４号】ヒドラジン等注入による防食

【１，２，３，４号】プール水質管理

【１，２号】循環冷却中（2021/12/７～2022/3/末まで凍結防止対策としてエアフィンクーラー停止運用）

【１号】ＳＦＰ循環冷却一次／二次系停止及び【２号】ＳＦＰ循環冷却二次系停止

【３号】ＳＦＰ循環冷却一次系停

工程調整中
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東京電⼒ホールディングス株式会社

1F-3 RPV窒素封⼊ラインホース取替⼯事について

2022年2⽉24⽇



1

 ⽬的及び概要
• 3号機RPV窒素封⼊ラインのホース（R/B内分）について，点検計画に基づく取替を実施する。

また，交換するホースについては既設同仕様品である。（1･2号機は取替済）
• 取替の際，⼀時的にRPV窒素封⼊を停⽌し，PCV窒素封⼊状態で作業を実施する。

※RPVへの窒素封⼊が維持できないため，実施計画Ⅲ第1編第25条を満⾜できないことから, 第32条
（保全作業を実施する場合）を適⽤して作業を実施する。

１．⽬的及び概要

図-1 系統概要図

 実施予定⽇
RPVライン取替作業︓2022年2⽉25⽇

（PCVラインの通気確認は2⽉4⽇実施済）

3号機

原⼦炉
建屋(R/B)内

Ｂ系

Ａ系

PCVﾗｲﾝ

RPVﾗｲﾝ
ヘ
ッ
ダ 約８.5Nm3/h

約８.5Nm3/h

流量調整
ユニット

共
⽤
ヘ
ッ
ダ
Ｅ

共
⽤
ヘ
ッ
ダ
Ｄ

窒
素
ガ
ス
分
離
装
置
よ
り

取替対象
（取替時封⼊停⽌）

原⼦炉⽔位計
計装ラック

約16Nm3/h

＊RPV︓原⼦炉圧⼒容器
PCV︓原⼦炉格納容器
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 実施計画Ⅲ第1編25条（格納容器内の不活性雰囲気の維持機能）
2.(2) 当直⻑は，窒素ガス分離装置を運転するとともに，必要な窒素封⼊量が確保されて

いることを毎⽇１回確認する。なお，必要な窒素封⼊量が確保できていない場合は
速やかに所定の封⼊量に戻すこと。

表２５－１

⇒作業に伴い，第2項(2)に定める必要な窒素封⼊量（原⼦炉圧⼒容器側の封⼊量）が確保
されていることを満⾜できなくなることから，窒素ガス分離装置としての機能がないと等
しいため，運転中の窒素ガス分離装置が１台もないと判断する。

２．実施計画上の扱い

 実施計画Ⅲ第1編第32条（保全作業を実施する場合）
各プログラム部⻑及び各GMは，保全作業（試験を含む）を実施するため計画的に運転上
の制限外に移⾏する場合は，あらかじめ必要な安全措置を定め，原⼦炉主任技術者の確認を
得て実施する。

項⽬ 運転上の制限
運転中の窒素封⼊設備 窒素ガス分離装置１台が運転中であること
待機中の窒素封⼊設備 窒素ガス分離装置１台が専⽤ディーゼル発電機により

動作可能であること
格納容器内⽔素濃度 ２．５％以下
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 実施計画Ⅲ第1編第32条に基づいた必要な安全措置
• 窒素封⼊停⽌時における格納容器内の⽔素濃度が運転上の制限である２．５％に到達する

までの時間余裕（約１１⽇）の範囲に対し，余裕をもって作業を実施する。
• 実施計画Ⅲ第１編第３２条適⽤期間中は格納容器内⽔素濃度の監視強化を⾏い，１時間に

１回指⽰値を確認する。⽔素濃度の異常な上昇がみられる場合は，速やかに窒素封⼊再開
に向けた措置を実施する。

３．必要な安全措置

 その他留意事項
• 作業期間中に原⼦炉格納容器内の環境に影響を与える作業が⾏われていないことを確認す

る。
• 作業期間中は原⼦炉格納容器ガス管理設備の⽔素モニタが２系列維持されていることを確

認する。
• 作業期間中の連絡体制を整備する。
• 他の窒素封⼊ラインにて窒素封⼊が可能な状態にある場合は,原⼦炉格納容器内への窒素封

⼊を実施する。



４．スケジュール

4

2⽉

上旬 中旬 下旬

RPV窒素封⼊ライン
ホース取替

ホース敷設 2/22〜24

ホース接続替え 2/25
（実施計画32条適⽤）



【参考1】RPVラインホース敷設ルート
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流量調整
ユニットAB

隔離弁
ユニット

3号機 T/B・R/B 1階
3号機 R/B 2階

凡例
：既設ホース
：取替ホース



【参考2】系統概略図
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３号機ＭＳＩＶ室内の調査について

東京電⼒ホールディングス株式会社

2022年2⽉24⽇



１．⽬的・概要

1

⽔⾯に波紋あり

︵
Ｐ
Ｃ
Ｖ
側
︶

︵
Ｐ
Ｃ
Ｖ
側
︶

主蒸気系ドレン配管

主蒸気配管Ａ

主蒸気配管Ａ

北

MSIV室

MS管(A)

MS管(B)

MS管(C)

MS管(D)

Ｐ
Ｃ
Ｖ
側

①

共⽤架台

漏えい⽔の範囲

2021年の
調査で波紋
が確認され
た範囲カメラ向き

①【2021年4⽉6⽇(注⽔中)】

２０２１年４⽉〜５⽉の３号機原⼦炉注⽔停⽌試験に合わせて実施したＭＳＩＶ室内
の調査において，主蒸気配管Ａ伸縮継⼿部下側の⽔⾯に漏えいによるものと考えられ
る揺れ・波を確認した。漏えい箇所の特定に⾄らなかったことから，特定のため調査
を⾏う。

2014年の
調査で確認
された漏え
い箇所



２．作業概要

2

 調査⽅法として，ＭＳＩＶ室上部の空調機械室から，前回調査時に波紋が確認さ
れた主蒸気配管Ａ伸縮継⼿近傍にカメラを吊り下ろし，主蒸気配管Ａ伸縮継⼿部
下側の調査を⾏う。

 調査の事前作業として，ＭＳＩＶ室天井部にカメラを吊り下すための穿孔作業を
⾏う。

MSIV室からPCV側を⾒た図

給⽔系配管貫通部
（X-9A,B）

主蒸気系配管貫通部（X-7A〜D）

主蒸気系ドレン配管貫通部（X-8）

ＡＢＣＤ

ＡＢ
グレーチング

PCV⽔位(想定)

グレーチング

原⼦炉建屋1階MSIV室（断⾯）

MSIV室

空調機械室
照明

Ｐ
Ｃ
Ｖ
側

給⽔配管

主蒸気配管

カメラ グレーチングの吊上げ※

PCV⽔位計L3
TP10064

PCV⽔位計L2
TP9264

主蒸気配管下端
TP9700

⽔⾯の波紋が確認された所

※グレーチングが固定されて吊り
上げできない場合，グレーチン
グについても穿孔を⾏う。

カメラ

MSＩＶ室天井部追加穿孔箇所
（3箇所︓約Φ120㎜（最⼤），深さ約1.5ｍ）



３．調査スケジュール（予定）

3

2022年
3⽉

2022年
４⽉

第2週 第3週 第4週 第5週 第１週

３号
MSIV室内
調査

資材搬⼊・準備

穿孔作業（MSIV室天井部）

MSIV室調査

MSIV室調査準備
(グレーチング吊上げ，装置設置他)

※⼯程については,各作業の進捗により変更の可能性あり



【参考】穿孔箇所（概略）及び線量率

北

タービン建屋
ＨＶＥ－Ａ

ＳＧＴＳ

ＳＧＴＳ

前回調査箇所
（ＭＳプロセスモニタ）

今回穿孔箇所

ダスト⾶散防⽌⽤
ハウス

３号機 原⼦炉建屋

３号機 タービン建屋 空調機械室

0.20mSv/h

0.60mSv/h

0.80mSv/h

0.60mSv/h

0.02mSv/h

調査・監視エリア※

※被ばく線量低減の観点から，
監視エリアは空調機械室⼊⼝
付近に設営予定

4


